
Arm®国内正規代理店

Arm純正 開発ツール
Arm® Keil® MDK v6

ライセンスはユーザに紐づく

＊ライセンス運用方法 … CLS（Armのサーバをクラウド利用） / LLS（自社でサーバを用意）

MDK v6：ラインナップを拡充し幅広い開発をサポート！

同一ユーザなら複数のPCで使用可能
7日間オフラインでも使用可能 / 7日間経てばユーザ付替え可能

マイコン向け開発環境の新スタンダード

Keil Studioを用いた開発の流れ

新しいライセンス形態：User-based Licensing

サーバ ユーザ

紐付け 使用

IDE「Keil Studio」が新規追加
クラウド / デスクトップどちらでも使用可能な
“Visual Studio Codeベース”のIDEが新規追加。
既存の「μVision」と合わせ、IDEの選択肢が増加。
＊OSサポート：Linux / Mac / Windows

CIワークフローに最適
Keil Studio for VS CodeとGitとの連携による
CI環境構築で、効率的な開発が可能。

機能安全対応が充実
Professional-Editionでは、機能安全認証取得
済みのコンパイラに加えて、Cライブラリ、RTS
(Run Time System）も使用可能。
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：2025年5月に新規追加：MDK v6で新規追加/変更あり

デバイス検索と
技術情報の入手

Keil Studio Cloud
上でサンプルを実行

Keil Studio for
VS Codeの
拡張機能で開発

デバッガを用いた
デバッグやテスト
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